
「防災教育テキスト」を活用した防災教育 

学 校 名 萩市立明木小学校 実施時間 学級活動 

１ ねらい 
○ 児童に避難訓練の意義を理解させ、安全に避難できるための基本行動を身に付けさせる。 
○ 緊急地震速報の受信を想定した避難訓練を通して、地震発生時に素早く自分の命を守る行動
ができるようにする。 

 
２ 展開 

学習内容・活動 教師の働きかけ 指導上の留意点 

 
 
 
 
 
１ 緊急地震速報を聴いて、
直ちに対応行動をとる。 

 ・机に下に隠れる 
 ・出口や通路の確保 
 ・火の始末 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 放送の合図で指定場所
へ避難する。 

 ・安全な経路で避難 
 ・赤白帽をかぶる 
 ・避難開始 
 ・整列、人員報告 
 ・指導講話 等 
 
 
 
 
 
 
３ ｢防災教育テキスト｣を
活用して、地震発生時の
被害や対応行動について
考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
・机の下に隠れ、身の安全の
確保を指示する。 

・勝手な行動をさせず、放送
を黙って聴かせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・避難する時の合言葉「おは
しも」を徹底し、避難誘導
に当たる。 
・おさない 
・はしらない 
・しゃべらない 
・もどらない 

 
 
 
 
 
 
・地震について知っているこ
とを発表させながら、「防
災教育テキスト」の内容を
確認する。 

 

  
 
 
 
 
・パニックを起こさないように、落
ち着いた行動を呼びかけ、児童の
様子を注意深く見守る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・効果音を活用し、緊張感をもって
取り組ませる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・地震発生までに数秒から数十秒し
かないことから、瞬時に行動し始
めることが重要であることを伝え
る。 

・家庭やその他の場所でも同様に瞬
時に行動し、身の安全を確保する
ことの大切さを理解させる。 

 

想定：授業中、緊急地震速報を受信し、身に危険を感じるぐらいの地震が発生した。

揺れが収まった後に、素早く避難場所に避難する。 


